
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３１３ 

令和５年度 情報科 

 

教科 情報 科目 情報処理演習 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 なし 

副教材等 情報Ⅰ Next （数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業ではコンピュータを積極的に活用していきます。コンピュータの使い方を学ぶのではなくコ

ンピュータを使って何ができるのかを学ぶ科目です。 

・情報は特性上、数学的な内容が必要不可欠です。計算したり、論理を組み立てたりします。 

・論理的な思考能力を身につけましょう。 

・情報Ⅰで学習したことの補足や発展的な内容を学習し、情報処理の資格取得を目標の１つとしま

す。 

 

 

２ 学習の到達目標 

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動を

通して，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し，情報社会に主体的に参

画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)情報システムや多様なデータの活用について理解を深め技能を習得するとともに、情報技術の

発展と社会の変化について理解を深めるようにする。 

(2)問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的、創造的に活用する力を養う。 

(3)情報と情報技術を適切に活用するとともに、新たな価値の創造を目指し、情報社会に主体的に

参画し、その発展に寄与する態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

情報システムや多様なデー

タの活用について理解を深

め技能を習得するととも

に、情報技術の発展と社会

の変化について理解してい

る。 

問題の発見・解決に向けて情

報と情報技術を適切かつ効果

的、創造的に活用している。 

情報社会との関わりについて

考えながら，新たな価値の創

造を目指し、問題の発見・解

決に向けて主体的に情報と情

報技術を活用し，自ら評価し

改善しようとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

1

学

期 

デ

ジ

タ

ル

とコ

ン

ピ

ュ

ー

タ 

デジタル情報の表現 

コンピュータの構成 

ソフトウェア 

コンピュータの内部表現 

アルゴリズム 

プログラミング 

a： 

・ビット，バイトの概念や，

デジタル情報の量の単位につ

いて理解している。 

・2 進法・10 進法・16 進法の

変換のしかたについて理解

し，実際に変換を行うことが

できる。 

・2 の補数表現など，数値を

デジタル情報として表す方法

について理解している。 

・コンピュータの基本的な構

成について理解し，基本的な

操作ができる技能を身につけ

ている。 

・コンピュータ本体のはたら

きや補助記憶装置の種類や特

徴などについて理解してい

る。 

・CPU が命令を実行するしく

みを理解している。 

・OS の役割やアプリケーショ

ンプログラムとのちがいにつ

いて理解している。 

・ファイルやフォルダを適切

に扱うことができる。 

・コンピュータの内部におけ

る数の表現方法について理解

している。 

・問題解決の手順・解法をア

ルゴリズムを用いて表現する

方法を理解している。 

・それぞれの探索法の特性を

理解し，その手順をアルゴリ

ズムを用いて表現することが

できる。 

・アルゴリズムをフローチャ

ートやアクティビティ図を用

いて表現する技能を身につけ

ている。 

テスト 

パフォー

マンス課

題 

テストパ

フォー

マンス

課題 

レポート 

パフォー

マンス課

題 

レポート 
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・プログラミング言語と自然

言語のちがいについて理解し

ている。 

・プログラミング言語の実行

のしくみについて理解してい

る。 

・コンピュータによる処理手

順の自動実行の有用性を理解

している。 

・プログラムの作成を通して

アルゴリズムやプログラミン

グの基本を理解している。 

b： 

・2 進法・10 進法・16 進法の

数の変換の方法について考

え，その結果を適切に表現し

ている。 

・限られたビット数で数値を

表現する方法について考え，

その結果を適切に表現してい

る。 

・コンピュータの中の CPU や

メモリ，補助記憶装置の役割

について考えている。 

・コンピュータの能力を適切

に判断することができる。 

・ソフトウェアのはたらきに

ついて考えている。 

・浮動小数点数の形式で数を

表すことができる。 

・探索法のアルゴリズムを評

価し，適切な探索法を判断し

ている。 

・探索法のアルゴリズムを例

に，アルゴリズムの効率につ

いて考えている。 

・解決したい問題によって適

切なプログラミング言語を選

択する必要があることについ

て考えている。 

・アルゴリズムを適切なプロ

グラミング言語と適切な記述

で表現している。 

・プログラムの不具合に対し

て適切な処理ができる。 
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c： 

・デジタル情報の表し方につ

いて理解し，活用しようとし

ている。 

・コンピュータのしくみを知

り，活用しようとしている。 

・OS やアプリケーションなど

のソフトウェアを活用しよう

としている。 

・コンピュータの内部におけ

る数の表現方法について知ろ

うとしている。 

・アルゴリズムを，ことばや

フローチャートで表そうそし

ている。 

・プログラミング言語につい

て学ぼうとしている。 

・アルゴリズムやプログラミ

ングの基本を身につけようと

している。 

２
学
期 

情
報
の
表
現 

表現の多様性 

メディアの特性 

データサイエンス 

データの表現 

a:  

・様々なメディアの特性やデ

ータ分析の方法について理解

している。 

・対象や目的に応じて情報を

適切に加工したり表現したり

する技術を身に付けている。 

b:  

・メディアやデータを処理し

たり分析したりすることから

情報の価値を発見している。 

・情報を的確に表現して他者

とコミュニケーションする意

義を見いだしている。 

c:  

・情報の表現について自ら学

び，情報やデータの表現につ

いて創造的かつ協働的に取り

組もうとしている。 

テスト 

パフォー

マンス課

題 

テストパ

フォー

マンス

課題 

レポート 

パフォー

マンス課

題 

レポート 
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３
学
期 

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
デ
ー
タ
活
用 

コンピュータネットワーク 

通信プロトコル 

パケット通信 

通信の信頼性 

IPアドレスとドメイン名 

WWW のしくみ 

電子メール 

情報の暗号化 

a: 

・LAN，WAN，インターネット

の構造，モバイル通信などに

関する知識を身につけてい

る。 

・コンピュータを LAN で接続

するために必要な技能を身に

つけている。 

・プロトコルの必要性や，イ

ンターネットのプロトコルが

階層に分けて構成されている

ことについて理解している。 

・インターネットのプロトコ

ルを適切に説明することがで

きる。 

・パケット通信のしくみや，

その利点と欠点を理解してい

る。 

・ルータによる経路制御のよ

うすを図で表現することがで

きる。 

・データの誤りの検出や，パ

ケット損失の検出のしくみを

理解している。 

・パリティビットによる誤り

の検出を行うことができる。 

・IP アドレス，ドメイン名，

DNSのしくみを理解している。 

・ドメイン名から IP アドレ

ス， IP アドレスからドメイ

ン名を調べることができる。 

・ウェブページの特徴やその

閲覧のしくみについて理解し

ている。 

・URL の構成や意味について

理解している。 

・HTML について理解し，簡単

な HTML 文書を作成できる。 

・電子メールアドレスの構成

や，電子メールの送受信のし

くみについて理解している。 

・電子メールの送受信を行う

ことができる。 

・通信の秘密を守る必要性を

理解している。 

テスト 

パフォー

マンス課

題 

テストパ

フォー

マンス

課題 

レポート 

パフォー

マンス課

題 

レポート 
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 ・暗号やデジタル署名のしく

みを理解している。 

・SSL などの暗号技術を利用

するための技能を身につけて

いる。 

b：・LAN やインターネットな

どのコンピュータによる通信

とその利便性について考えて

いる。 

・インターネットのプロトコ

ルが 4 階層で構成されている

ことについて考え，判断して

いる。 

・ルータによる経路制御のし

くみやパケット通信の利点と

欠点について考え，判断して

いる。 

・パリティ検査による誤り検

出のしくみについて考え，そ

の結果を適切に表現してい

る。 

・ドメイン名の階層構造や DNS

の利点について考えている。 

・ハイパーテキストの利点や

URL の構成のしくみについて

考え，その結果を適切に表現

している。 

・電子メールの送受信のしく

みについて考えている。 

・通信の秘密を守るために，

どのような場面で暗号やデジ

タル署名などの技術が必要か

を考え，判断している。 

c： 

・LAN やインターネットなど

のコンピュータによる通信を

効果的に活用しようとしてい

る。 

・LAN やインターネットなど

のコンピュータによる通信を

効果的に活用しようとしてい

る。 

・パケット通信のしくみを理

解しようとしている。 

・通信の信頼性を高めるしく 
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 みを理解しようとしている。 

・IP アドレスやドメイン名の

しくみを理解しようとしてい

る。 

・ウェブページを閲覧するし

くみを理解しようとしてい

る。 

・電子メールの送受信のしく

みを理解しようとしている。 

・暗号やデジタル署名などを

効果的に活用しようとしてい

る。 

   

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


